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板東橋橋梁補修工事

２図面番号 第 号 図面総数 全 葉

工事名称

製作年月 所 属 年 度

鳴 門 市 都市 建設 部 土 木課

縮 尺 ： 図 示図名

係員

副課長課 長 照 査設計・製図係 員係 長

補修一般図補修一般図 S=1:200

板東橋

側面図

平面図

上部工断面図 S=1:50

現況

補修後
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道路条件

道路規格

設計速度

設計荷重

大型車交通量

計画交通量

第3種第5級(推定)

30km/h(推定)

TL-20(一等橋)

-

-

幾何条件

橋 名

橋 長

桁 長

支 間 長

総 幅 員

有効幅員

斜 角

平面線形

縦断勾配

横断勾配

板東橋

L=74.850m（CL上）

18.580mx4連（CL上）

18.180mx4連（CL上）

6.900m

6.200m

θ= 90°00′00″(道路中心)

R = ∞

構造形式

上部工

舗 装

下部工

基礎工

支 承

鋼溶接単純鈑桁橋4連

車道部：アスファルト舗装t=50mm

歩道部：アスファルト舗装 t=40mm

逆T式橋台(A1,A2),T型橋脚(P1～P3)

直接基礎(A1～A2)(推定)

固定・可動

設計条件

路 線 市道 板東中央線

交差物件 1級河川吉野川水系 板東谷川

1.5% 1.5%

2%放物線勾配
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H.W.L=T.P+15.244(30年確率)

伸縮装置取替工

伸縮装置取替工

H.W.L+余裕高=T.P+16.544(30年確率)
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注記
1,本図面は、既存資料を基に現地計測やスケールアップ等にて

図化したものである。
2,詳細な寸法等に不明箇所がある為、必要に応じて再計測等を

実施すること。

補修一般図
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水道管φ120
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伸縮継手材料表

伸縮装置断面図 現場接合部詳細

伸縮装置取替詳細図 S=1:5

名 称 材 質 備 考

シール材 シリコン系

超速硬コンクリート

A1数量

リッター2.00

SD345 弾性シール材

注）伸縮装置長さは、現地測量後決定のこと。

0.400 m3m

ブロフジョイントCDx型－60用 同等品
SS400 合成ゴム

通 し 筋 SD345 D16x4000

コンクリートアンカー 本100 D16用

ＣＤx型用接着剤 --- 60用

組1

車道用

歩道用ブロフジョイントNx型－60用 同等品
SS400 合成ゴム

D16x6200

ブロフジョイントCDx型－40用 同等品 〃〃

SD345

〃〃

D16x2000〃〃

40用〃 ---

SUS316 ボルト・アンカーを含むカバープレート

6.240 m

本4

殻処理 0.400 m3m

S=1:4シール材充填図

位 置 図

S=1:40断 面 図

S=1:40平 面 図

A1橋台部

A1橋台部

ブロフジョイントCD x型- 4 0用 同等品

車道部

ブロフジョイントＣＤｘ型 同等品
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現場接合

通し筋 D16

SD345

ctc250

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート

A 1

※ 部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。

また、指定範囲に溶接を施すこと。

※A1, A2縁石部の伸縮装置の横断勾配は歩道部の勾配に合わて設置し、

※A1, A2歩道部の伸縮装置の横断勾配は現地実測の上決定のこと。

後打ちコンクリートにて調整を行うこと。
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車道用

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

2
0

(100)
110

伸縮装置取替詳細図
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